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⇒ に 一堤藻※※は正はの

正負に合わせるの電流の定義「Isに通過する電気量」より

（ロ
インダクタンスの式より

K=一L𩛰
Q=CVより
K=を

キルヒホッフ第2法則より
V L Nc（正の向きに注意）

⇒ - 𠹤 を

i . 𡸳 = 塌

（11 袋、は I=整を従父分したものといえるので

楽器=一でq
s t a y

米（ロ）の式を変形した.
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（ハの式袋-_-Eqと
単振動の式器2=一もつく-_-useを比べて.
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* 振動の類示性は次のように考えよう.
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i；工が変化

（インダクタンスはIの変化を嫌がる

これより M → L . ひ→ Iの対応関係が見出だせる。
またエネ画やりと趣てみると、
1単振動とて-
も然でもが zinging

このように書けて.Ik Nと I E が対応しているといえる。
これより l a t e , Eetfの対応関係が見出だせる。
またで楽とI=袋の関係も、この対応関係を満たしている.
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